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当社は、平成23年２月10日に発表した第36期第3四半期決算短信について訂正がありましたのでお知らせしま

す。 

 

なお、訂正の経緯、内容につきましては、平成28年4月28日付「過年度の有価証券報告書等の訂正報告書の提

出予定ならびに過年度決算短信等の訂正予定に関するお知らせ」及び6月1日付「過年度の有価証券報告書等の

訂正報告書の提出に関するお知らせ」をご参照ください 
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(百万円未満切捨て) 

1. 平成 23 年３月期第２四半期の連結業績（平成 22 年４月１日～平成 22年 12 月 31 日） 
 (1) 連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第３四半期 2,832 △60.8 △948 － △1,072 － 2,264 － 
22年３月期第３四半期 7,228 △75.8 △5,305 － △5,289 － △7,571 － 
 

 １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭  円銭 

23年３月期第３四半期 116. 42  － 
22年３月期第３四半期 △389. 19  － 
 
 (2) 連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第３四半期 8,002 3,500 43.7 179. 91 
22年３月期 14,728 1,239 8.4 63. 72  

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 3,500百万円   22年３月期 1,239百万円 
 

2. 配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 －  0. 00 －  0. 00 0. 00 
23年３月期 －  0. 00 －      
23年３月期(予想)       0. 00 0. 00 

(注) 当四半期における配当予想の修正有無 無 
 

3. 平成 23 年３月期の連結業績予想（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 
 (％表示は、通期は対前期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,140 △64.8 △870 － △1,000 － 2,840 － 145.98 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 無 



  

 
4. その他（詳細は、【添付資料】P.３ 「その他」をご覧ください。） 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有 

  新規 －社 (社名          )、除外 １社 (社名 株式会社Ｊファクター    ) 

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有 

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更  有 

 ② ①以外の変更  無 

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表

作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 19,455,339株 22年３月期 19,455,339株 

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 611株 22年３月期 529株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 19,454,777株 22年３月期３Ｑ 19,454,915株 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の

開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しています。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業

績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資

料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日から平成 22 年 12 月 31 日まで）のわが国経済は、
アジアを中心とした外需の牽引や政府の景気刺激策により緩やかな回復の動きも見られましたが、
厳しい雇用情勢やデフレの継続、また急激な円高の進行などを背景に景気の閉塞感が強まり、先行
き不透明な状況で推移しました。  

このような状況の中、当社事業を取り巻く環境も依然として厳しい状況が続きましたが、当社グ
ループでは、従来の拡大路線を修正し、環境の変化に対応した事業の効率化、経営資源の最適配分、
一層強力なコストダウンの推進などにより、収益・費用構造の改善に鋭意取り組んでまいりました。
特に、当第３四半期連結会計期間におきましては、前期の税務調査により発生した未払法人税等が
差押・一括納付となり、資金残高が大幅に減少したことを踏まえ、事業体系の抜本的な見直しと子
会社の整理による持続可能な経営体質への早期転換を図るべく、賃貸保証事業及びパソコン関連製
品販売事業からの撤退と、債権回収事業の収益力強化のための施策を実施しました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期に比べ事業の売却・大幅な規模
縮小等の影響を受け、2,832 百万円（前年同期比 60.8％減）となりましたが、損益面では、前期に
おいて収益の圧迫要因となった貸倒引当金などの与信費用が減少したほか、全社におけるコストダ
ウン活動継続の効果などより、営業損失 948 百万円（前年同期比 4,357 百万円の改善）、経常損失
1,072 百万円（前年同期比 4,217 百万円の改善）となりました。 

 また、賃貸保証事業を営む㈱ＶＥＳＴＡの全株式及び同社に対する債権の譲渡に伴い、特別損失
を 824 百万円計上しましたが、12 月 24 日に清算中の子会社㈱Ｊファクターの全株式を譲渡し、関
係会社株式売却益 4,362 百万円を特別利益に計上したことなどにより、四半期純利益は、2,264 百万
円（前年同期は 7,571 百万円の損失）となりました。 

 

  セグメント別の業績は、次のとおりです。 

 

［賃貸保証事業］ 

賃貸保証事業を行う㈱ＶＥＳＴＡにつきましては、10 月 12 日付で前述のとおり保有する全株式
を譲渡したことに伴い、当第３四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

 第２四半期連結会計期間までの業績は、雇用情勢の低迷や世帯数減少などの影響により入居率が
全般的に低調に推移し、受託件数が伸び悩んだことから売上高は 374 百万円、営業損失は 340 百万
円となりました。 

 

［債権回収事業］ 

債権回収事業を行う㈱ジャスティス債権回収では、金融市場の激変や景気悪化で、収益環境自体
が困難な状況にある中、事業規模そのものは縮小しておりますが、金融機関の債権買取に関する入
札参加、各自治体に対する回収人員派遣など収益機会を追求しながら効率的な業務運営に努めまし
た。当事業では、昨年度から引き続き徹底したリストラクチャリングを進めており、また、前年同
期において収益の圧迫要因となった貸倒引当金は、前期までの積み増しにより当期の引当金繰入額
が大幅に圧縮されたこともあり、営業黒字に改善しております。 

 この結果、当期間の売上高は 400 百万円、営業利益は 10 百万円となりました。 

 

［パソコン関連製品販売事業］ 

秋葉原においてパソコンパーツショップ「Ｔ・ＺＯＮＥ」を運営しておりました㈱Ｔ・ＺＯＮＥ
ストラテジィは、お客様のニーズに応えられる幅広い品揃えと仕入努力により顧客満足度を高めな
がら、低コスト運営を徹底する経営政策を継続してまいりましたが、価格競争が激化する中、一店
舗体制であるため大量仕入れによるスケールメリットを得られないことなどにより、今後の店舗の
継続が困難であるとの見通しとなったことから、12 月末をもって事業を廃止しております。 

 この結果、当期間の売上高は 2,022 百万円、営業損失は 91 百万円となりました。 

 

［ファクタリング事業］ 

ファクタリング事業につきましては、現在、㈱ＩＦのクーポンファクタリング事業及び大口ファ
クタリング事業を休止しておりますが、既存の貸付債権について管理・回収を行っております。 

 当期間の売上高は 35 百万円となりましたが、個別の融資先の信用リスクに応じた与信費用の増加
により営業損失は 181 百万円となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 6,725 百万円減少し、8,002 百万円となりました。これは主に現
金及び預金が 870 百万円、㈱ＶＥＳＴＡの連結除外により立替金が 3,157 百万円それぞれ減少したほ
か、営業貸付金・破産更生債権等が 7,325 百万円減少する一方、貸倒引当金が 6,841 百万円減少した
ことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ 8,986 百万円減少し、4,501 百万円となりました。これは主に㈱Ｊ
ファクターの連結除外、ならびに社債の償還等により有利子負債が 5,598 百万円減少したことや、未
払金が 1,219 百万円減少したことによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ 2,260 百万円増加し、3,500 百万円となりました。これは主に四
半期純利益 2,264 百万円によるものです。 

 

(連結キャッシュ・フローの状況)  

営業活動によるキャッシュ・フローは、470 百万円の収入となりました。これは主に税金等調整前
四半期純利益 2,137 百万円、債権譲渡損 525 百万円、営業貸付金の減少額 927 百万円のほか、売上債
権や買取債権等の回収による資金増加があったものの、関係会社株式売却益 4,362 百万円（関係会社
株式売却損 305 百万円）や、未払法人税等の納付による減少があったことによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、235 百万円の収入となりました。これは主に貸付金の回収
による収入が 195 百万円、敷金・保証金の返還が 54 百万円あったことによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,576 百万円の支出となりました。これは主に社債の償還に
よる支出が 1,281 百万円あったことによるものです。 

以上の結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 870 百万円
減少し、113 百万円となりました。 

 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間における不採算事業からの撤退により、当社グループの営むコア事業は
債権回収事業のみとなりました。通期の連結業績予想については、売上高は 3,140 百万円、営業利益
は△870 百万円、経常利益は△1,000 百万円、当期純利益は㈱Ｊファクターの株式の売却に伴う関係会
社株式売却益を計上したことなどから 2,840 百万円となる見込みであります。なお、詳細につきまし
ては、平成 23 年１月 31 日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

  
2. その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

平成 22 年 12 月に株式会社Ｊファクターの当社保有全株式を譲渡したため、同社を連結の範囲か
ら除外しています。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ① 簡便な会計処理 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変
化がないと認められるため、前連結会計年度末において算定した貸倒実績率等を使用して一般
債権の貸倒見積高を算定する方法によっております。 

 

 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成
20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21

号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。これによる損益への影響はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

    

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 113 983 
  受取手形及び売掛金 53 314 
  営業貸付金 3,037 7,603 
  立替金 － 3,175 
  買取債権 6,352 6,443 
  商品及び製品 － 187 
  原材料及び貯蔵品 － 0 
  短期貸付金 894 － 
  その他 415 2,254 
  貸倒引当金 △4,151 △8,233 
  流動資産合計 6,716 12,729 

 固定資産   
  有形固定資産 503 534 
  無形固定資産   
   のれん 50 212 
   その他 57 320 
   無形固定資産合計 108 533 

  投資その他の資産   
   破産更生債権等 － 3,115 
   その他 1,030 929 
   貸倒引当金 △355 △3,114 
   投資その他の資産合計 674 929 

  固定資産合計 1,285 1,998 

 資産合計 8,002 14,728 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2 157 
  短期借入金 1,975 2,296 
  1年内償還予定の社債 － 5,250 
  未払金 372 1,592 
  未払法人税等 13 875 
  債務保証損失引当金 1,108 1,284 
  訴訟損失引当金 － 141 
  その他 652 1,475 
  流動負債合計 4,125 13,074 

 固定負債   
  長期借入金 318 345 
  その他 58 68 
  固定負債合計 376 414 

 負債合計 4,501 13,488 
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（単位：百万円） 

   

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 7,609 7,609 
  利益剰余金 △4,108 △6,373 
  自己株式 △0 △0 
  株主資本合計 3,500 1,235 

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 － 4 
  評価・換算差額等合計 － 4 

 純資産合計 3,500 1,239 

負債純資産合計 8,002 14,728 
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(2) 四半期連結損益計算書 

【第３四半期連結累計期間】 
（単位：百万円） 

  前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 7,228 2,832 

売上原価 4,125 1,872 

売上総利益 3,103 960 

販売費及び一般管理費 8,408 1,908 

営業損失（△） △5,305 △948 

営業外収益   
 受取利息 30 6 
 持分法による投資利益 47 － 
 匿名組合投資利益 － 42 
 雑収入 66 35 
 営業外収益合計 145 84 

営業外費用   
 支払利息 82 188 
 支払手数料 5 6 
 雑損失 41 13 
 営業外費用合計 129 208 

経常損失（△） △5,289 △1,072 

特別利益   
 投資有価証券売却益 12 3 
 関係会社株式売却益 － 4,362 
 貸倒引当金戻入額  － 554 
 債務保証損失引当金戻入額 78 30 
 訴訟損失引当金戻入額 298 － 
 その他 10 158 
 特別利益合計 400 5,109 

特別損失   
 固定資産処分損 499 10 
 減損損失 595 161 
 関係会社株式売却損 － 305 
 貸倒引当金繰入額 － 121 
 貸倒損失 － 594 
 債権譲渡損 － 525 
 和解損失 1,085 － 
 その他 200 179 
 特別損失合計 2,381 1,899 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

△7,271 2,137 

法人税、住民税及び事業税 43 11 

過年度法人税等戻入額 △306 △133 

法人税等調整額 543 △5 

法人税等合計 281 △127 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,264 

少数株主利益 18 － 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,571 2,264 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

  前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四

半期純損失（△） 
△7,271 2,137 

 減価償却費 238 89 
 減損損失 595 161 
 のれん償却額 11 8 
 受取利息及び受取配当金 △30 △6 
 支払利息 82 188 
 持分法による投資損益（△は益） △47 － 
 関係会社株式売却損益（△は益） － △4,056 
 債権譲渡損 － 525 
 和解損失 1,085 － 
 貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,873 △124 
 債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 148 △30 
 訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △298 △61 
 営業貸付金の増減額（△は増加） 4,425 927 
 売上債権の増減額（△は増加） 1,563 189 
 買取債権の増減額（△は増加） 625 178 
 商業手形の増減額（△は増加） 553 － 
 たな卸資産の増減額（△は増加） △57 187 
 預け金の増減額（△は増加） 31 － 
 未収入金の増減額（△は増加） △699 62 
 前渡金の増減額（△は増加） △10 － 
 仕入債務の増減額（△は減少） △220 △154 
 未払金の増減額（△は減少） △396 51 
 未収収益の増減額（△は増加） － 618 
 その他 △180 283 
 小計 4,021 1,175 

 利息及び配当金の受取額 90 6 
 利息の支払額 △128 △9 
 法人税等の支払額 △5 △703 
 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,977 470 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 有形固定資産の取得による支出 △28 △3 
 無形固定資産の取得による支出 △123 △8 
 有形固定資産の売却による収入 224 － 
 投資有価証券の売却及び償還による収入 85 － 
 関係会社株式の取得による支出 △98 － 
 関係会社株式の売却による収入 0 － 
 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ

る支出 
－ △4 

 貸付けによる支出 △195 △0 
 貸付金の回収による収入 54 195 
 敷金及び保証金の差入による支出 △282 △16 
 敷金及び保証金の回収による収入 161 54 
 その他 △10 20 
 投資活動によるキャッシュ・フロー △212 235 
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（単位：百万円） 

  前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入れによる収入 2,713 387 
 短期借入金の返済による支出 △2,474 △675 
 長期借入金の返済による支出 △192 △7 
 社債の償還による支出 △5,000 △1,281 
 その他 △12 △0 
 財務活動によるキャッシュ・フロー △4,966 △1,576 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,201 △870 

現金及び現金同等物の期首残高 2,193 983 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 2 － 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額 

10 0 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,004 113 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間(自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日) 
 

 

不動産  
関連 
事業 

(百万円) 

金融・投
資 関連 
事業 

(百万円) 

パソコン 
関連製品 
販売事業 
(百万円) 

システム 
開発関連 
事業 

(百万円) 

 
その他    
事業    

(百万円) 

 
計 
      

(百万円) 

      
消去 

又は全社 
(百万円) 

          
連結 
     

(百万円) 

売上高         

(1)外部顧客に対する 
   売上高 

2,071 1,162 2,935 862 195 7,228 ― 7,228 

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

41 33 8 85 0 167 (167) ― 

計 2,112 1,195 2,944 948 195 7,396 (167) 7,228 

営業損失(△) △1,718 △3,533 △157 △95 △99 △5,605 300 △5,305 

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

    ２．各区分の主な製品及び事業内容 

   (1)不動産関連事業・・・・・・・・不動産売買・不動産賃貸仲介・賃貸保証・不動産鑑定評価事業、 

                   不動産の物件管理・賃貸管理 

   (2)金融・投資関連事業・・・・・・投資事業、債権回収・企業再生事業、卸金融・商業手形再割引事業 

   (3)パソコン関連製品販売事業・・・パソコン本体・周辺機器・パーツ等の販売事業 

   (4)システム開発関連事業・・・・・システム・ネットワークの開発・アウトソーシング事業 

   (5)その他事業・・・・・・・・・・株式公開準備を含む企業経営コンサルタント事業、情報提供サービス 

                   事業、催事等の請負事業、集金代行事業 
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〔セグメント情報〕 

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、
取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい
るものであります。 

 当社グループは、持株会社である当社が、取り扱うサービスごとに包括的な戦略を立案し、各事業
会社はその経営戦略に基づき、独自の事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、各事業会社を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成さ
れており、「賃貸保証事業」、「債権回収事業」、「パソコン関連製品販売事業」、及び「ファクタ
リング事業」の４つを報告セグメントとしておりましたが、当第３四半期連結会計期間において、賃
貸保証事業及びパソコン関連製品販売事業から撤退いたしました。 

 

 各報告セグメントの主要な事業内容は、以下のとおりであります。 

賃貸保証 不動産の賃貸物件の家賃保証等 

債権回収 
債権回収ビジネスを中心とした企業再生・再建ビジネス、債権
流動化におけるバックアップサービサービジネス 

パソコン関連製品販売 店舗及びネットを通じたパソコン用パーツ及びパソコン関連製品の販売 

ファクタリング 売掛金ファクタリング、クーポンファクタリング等 

   ※ ファクタリング事業は、現在は事業を休止しており、既存の貸付債権について管理・回収
を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成 22 年４月１日  至  平成 22 年 12 月 31 日) 

      (単位：百万円) 

 報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額  賃貸保証 債権回収 

パソコン 
関連製品 
販売 

ファクタ 
リング 

合計 

売上高        

  外部顧客への売上高 374 400 2,022 35 2,832 0 2,832 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

0 1 51 9 61 △61 ─ 

計 374 401 2,073 44 2,894 △61 2,832 

セグメント利益又は損失(△) △340 10 △91 △181 △603 △345 △948 

(注)１. セグメント損失の調整額△345 百万円には、セグメント間取引消去△7 百万円、のれんの
償却額△8 百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用等△329 百万円が含まれて
おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

 （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17

号 平成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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(百万円未満切捨て) 

1. 平成 23 年３月期第２四半期の連結業績（平成 22 年４月１日～平成 22年 12 月 31 日） 
 (1) 連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第３四半期 2,951 △59.2 △801  △903  2,952  
22年３月期第３四半期 7,228 △75.8 △5,305  △5,289  △7,571  
 

 １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

23年３月期第３四半期 151. 77 －  
22年３月期第３四半期 △389. 19 －  
 
 (2) 連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第３四半期 8,689 4,187 48.2 215. 26 
22年３月期 14,728 1,239 8.4 63. 72  

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 4,187百万円   22年３月期 1,239百万円 
 

2. 配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 －  0. 00 －  0. 00 0. 00 
23年３月期 －  0. 00 －      

23年３月期(予想)       0. 00 0. 00 

(注) 当四半期における配当予想の修正有無 無 
 

3. 平成 23 年３月期の連結業績予想（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 
 (％表示は、通期は対前期増減率)  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,140 △64.8 △870 － △1,000 － 2,840 － 145.98  
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 無 



  

 

 
4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。） 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有 

  新規 －社 (社名          )、除外  １社 (社名 株式会社Ｊファクター  ) 

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有 

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更  有 

 ② ①以外の変更  無 

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半
期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 19,455,339株 22年３月期 19,455,339株 

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 611株 22年３月期 529株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 19,454,777株 22年３月期３Ｑ 19,454,915株 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の

開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しています。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業

績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資

料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日から平成 22 年 12 月 31 日まで）のわが国経済は、
アジアを中心とした外需の牽引や政府の景気刺激策により緩やかな回復の動きも見られましたが、
厳しい雇用情勢やデフレの継続、また急激な円高の進行などを背景に景気の閉塞感が強まり、先行
き不透明な状況で推移しました。  

このような状況の中、当社事業を取り巻く環境も依然として厳しい状況が続きましたが、当社グ
ループでは、従来の拡大路線を修正し、環境の変化に対応した事業の効率化、経営資源の最適配分、
一層強力なコストダウンの推進などにより、収益・費用構造の改善に鋭意取り組んでまいりました。
特に、当第３四半期連結会計期間におきましては、前期の税務調査により発生した未払法人税等が
差押・一括納付となり、資金残高が大幅に減少したことを踏まえ、事業体系の抜本的な見直しと子
会社の整理による持続可能な経営体質への早期転換を図るべく、賃貸保証事業及びパソコン関連製
品販売事業からの撤退と、債権回収事業の収益力強化のための施策を実施しました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期に比べ事業の売却・大幅な規模
縮小等の影響を受け、2,951 百万円（前年同期比 59.2％減）となりましたが、損益面では、前期に
おいて収益の圧迫要因となった貸倒引当金などの与信費用が減少したほか、全社におけるコストダ
ウン活動継続の効果などより、営業損失 801 百万円（前年同期比 4,503 百万円の改善）、経常損失
903 百万円（前年同期比 4,386 百万円の改善）となりました。 

 また、賃貸保証事業を営む㈱ＶＥＳＴＡの全株式及び同社に対する債権の譲渡に伴い、特別損失
を 824 百万円計上しましたが、12 月 24 日に清算中の子会社㈱Ｊファクターの全株式を譲渡し、関
係会社株式売却益 4,362 百万円を特別利益に計上したことなどにより、四半期純利益は、2,952 百万
円（前年同期は 7,571 百万円の損失）となりました。 

 

  セグメント別の業績は、次のとおりです。 

 

［賃貸保証事業］ 

賃貸保証事業を行う㈱ＶＥＳＴＡにつきましては、10 月 12 日付で前述のとおり保有する全株式
を譲渡したことに伴い、当第３四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

 第２四半期連結会計期間までの業績は、雇用情勢の低迷や世帯数減少などの影響により入居率が
全般的に低調に推移し、受託件数が伸び悩んだことから売上高は 374 百万円、営業損失は 340 百万
円となりました。 

 

［債権回収事業］ 

債権回収事業を行う㈱ジャスティス債権回収では、金融市場の激変や景気悪化で、収益環境自体
が困難な状況にある中、事業規模そのものは縮小しておりますが、金融機関の債権買取に関する入
札参加、各自治体に対する回収人員派遣など収益機会を追求しながら効率的な業務運営に努めまし
た。当事業では、昨年度から引き続き徹底したリストラクチャリングを進めており、また、前年同
期において収益の圧迫要因となった貸倒引当金は、前期までの積み増しにより当期の引当金繰入額
が大幅に圧縮されたこともあり、営業黒字に改善しております。 

 この結果、当期間の売上高は 400 百万円、営業利益は 10 百万円となりました。 

 

［パソコン関連製品販売事業］ 

秋葉原においてパソコンパーツショップ「Ｔ・ＺＯＮＥ」を運営しておりました㈱Ｔ・ＺＯＮＥ
ストラテジィは、お客様のニーズに応えられる幅広い品揃えと仕入努力により顧客満足度を高めな
がら、低コスト運営を徹底する経営政策を継続してまいりましたが、価格競争が激化する中、一店
舗体制であるため大量仕入れによるスケールメリットを得られないことなどにより、今後の店舗の
継続が困難であるとの見通しとなったことから、12 月末をもって事業を廃止しております。 

 この結果、当期間の売上高は 2,022 百万円、営業損失は 91 百万円となりました。 

 

［ファクタリング事業］ 

ファクタリング事業につきましては、現在、㈱ＩＦのクーポンファクタリング事業及び大口ファ
クタリング事業を休止しておりますが、既存の貸付債権について管理・回収を行っております。 

 当期間の売上高は 153 百万円となりましたが、個別の融資先の信用リスクに応じた与信費用の増
加により営業損失は 35 百万円となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 6,038 百万円減少し、8,689 百万円となりました。これは主に現
金及び預金が 870 百万円、㈱ＶＥＳＴＡの連結除外により立替金が 3,157 百万円それぞれ減少したほ
か、営業貸付金・破産更生債権等が 7,325 百万円減少する一方、貸倒引当金が 6,792 百万円減少した
ことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ 8,986 百万円減少し、4,501 百万円となりました。これは主に㈱Ｊ
ファクターの連結除外、ならびに社債の償還等により有利子負債が 5,598 百万円減少したことや、未
払金が 1,219 百万円減少したことによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ 2,948 百万円増加し、4,187 百万円となりました。これは主に四
半期純利益 2,952 百万円によるものです。 

 

(連結キャッシュ・フローの状況)  

営業活動によるキャッシュ・フローは、470 百万円の収入となりました。これは主に税金等調整前
四半期純利益 2,824 百万円、債権譲渡損 525 百万円、営業貸付金の減少額 927 百万円のほか、売上債
権や買取債権等の回収による資金増加があったものの、関係会社株式売却益 4,362 百万円（関係会社
株式売却損 305 百万円）や、未払法人税等の納付による減少があったことによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、235 百万円の収入となりました。これは主に貸付金の回収
による収入が 195 百万円、敷金・保証金の返還が 54 百万円あったことによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,576 百万円の支出となりました。これは主に社債の償還に
よる支出が 1,281 百万円あったことによるものです。 

以上の結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 870 百万円
減少し、113 百万円となりました。 

 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間における不採算事業からの撤退により、当社グループの営むコア事業は
債権回収事業のみとなりました。通期の連結業績予想については、売上高は 3,140 百万円、営業利益
は△870 百万円、経常利益は△1,000 百万円、当期純利益は㈱Ｊファクターの株式の売却に伴う関係会
社株式売却益を計上したことなどから 2,840 百万円となる見込みであります。なお、詳細につきまし
ては、平成 23 年１月 31 日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

  
2. その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

平成 22 年 12 月に株式会社Ｊファクターの当社保有全株式を譲渡したため、同社を連結の範囲か
ら除外しています。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ① 簡便な会計処理 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変
化がないと認められるため、前連結会計年度末において算定した貸倒実績率等を使用して一般
債権の貸倒見積高を算定する方法によっております。 

 

 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成
20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21

号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。これによる損益への影響はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

    

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 113 983 
  受取手形及び売掛金 53 314 
  営業貸付金 3,037 7,603 
  立替金 － 3,175 
  買取債権 6,352 6,443 
  商品及び製品 － 187 
  原材料及び貯蔵品 － 0 
  短期貸付金 894 － 
  その他 1,152 2,254 
  貸倒引当金 △4,200 △8,233 
  流動資産合計 7,403 12,729 

 固定資産   
  有形固定資産 503 534 
  無形固定資産   
   のれん 50 212 
   その他 57 320 
   無形固定資産合計 108 533 

  投資その他の資産   
   破産更生債権等 － 3,115 
   その他 1,030 929 
   貸倒引当金 △355 △3,114 
   投資その他の資産合計 674 929 

  固定資産合計 1,285 1,998 

 資産合計 8,689 14,728 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2 157 
  短期借入金 1,975 2,296 
  1年内償還予定の社債 － 5,250 
  未払金 372 1,592 
  未払法人税等 13 875 
  債務保証損失引当金 1,108 1,284 
  訴訟損失引当金 － 141 
  その他 652 1,475 
  流動負債合計 4,125 13,074 

 固定負債   
  長期借入金 318 345 
  その他 58 68 
  固定負債合計 376 414 

 負債合計 4,501 13,488 
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（単位：百万円） 

   

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 7,609 7,609 
  利益剰余金 △3,421 △6,373 
  自己株式 △0 △0 
  株主資本合計 4,187 1,235 

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 － 4 
  評価・換算差額等合計 － 4 

 純資産合計 4,187 1,239 

負債純資産合計 8,689 14,728 
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(2) 四半期連結損益計算書 

【第３四半期連結累計期間】 
（単位：百万円） 

  前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 7,228 2,951 

売上原価 4,125 1,872 

売上総利益 3,103 1,079 

販売費及び一般管理費 8,408 1,881 

営業損失（△） △5,305 △801 

営業外収益   
 受取利息 30 28 
 持分法による投資利益 47 － 
 匿名組合投資利益 － 42 
 雑収入 66 35 
 営業外収益合計 145 106 

営業外費用   
 支払利息 82 188 
 支払手数料 5 6 
 雑損失 41 13 
 営業外費用合計 129 208 

経常損失（△） △5,289 △903 

特別利益   
 投資有価証券売却益 12 3 
 関係会社株式売却益 － 4,362 
 債務保証損失引当金戻入額 78 30 
 訴訟損失引当金戻入額 298 － 
 その他 10 514 
 特別利益合計 400 4,911 

特別損失   
 固定資産処分損 499 10 
 減損損失 595 161 
 関係会社株式売却損 － 305 
 債権譲渡損 － 525 
 和解損失 1,085 － 
 その他 200 179 
 特別損失合計 2,381 1,183 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

△7,271 2,824 

法人税、住民税及び事業税 43 11 

過年度法人税等戻入額 △306 △133 

法人税等調整額 543 △5 

法人税等合計 281 △127 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,952 

少数株主利益 18 － 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,571 2,952 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

  前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四

半期純損失（△） 
△7,271 2,824 

 減価償却費 238 89 
 減損損失 595 161 
 のれん償却額 11 8 
 受取利息及び受取配当金 △30 △28 
 支払利息 82 188 
 持分法による投資損益（△は益） △47 － 
 関係会社株式売却損益（△は益） － △4,056 
 債権譲渡損 － 525 
 和解損失 1,085 － 
 貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,873 △75 
 債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 148 △30 
 訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △298 △61 
 営業貸付金の増減額（△は増加） 4,425 927 
 売上債権の増減額（△は増加） 1,563 189 
 買取債権の増減額（△は増加） 625 178 
 商業手形の増減額（△は増加） 553 － 
 たな卸資産の増減額（△は増加） △57 187 
 預け金の増減額（△は増加） 31 － 
 未収入金の増減額（△は増加） △699 62 
 前渡金の増減額（△は増加） △10 － 
 仕入債務の増減額（△は減少） △220 △154 
 未払金の増減額（△は減少） △396 51 
 その他 △180 188 
 小計 4,021 1,175 

 利息及び配当金の受取額 90 6 
 利息の支払額 △128 △9 
 法人税等の支払額 △5 △703 
 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,977 470 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 有形固定資産の取得による支出 △28 △3 
 無形固定資産の取得による支出 △123 △8 
 有形固定資産の売却による収入 224 － 
 投資有価証券の売却及び償還による収入 85 － 
 関係会社株式の取得による支出 △98 － 
 関係会社株式の売却による収入 0 － 
 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ

る支出 
－ △4 

 貸付けによる支出 △195 △0 
 貸付金の回収による収入 54 195 
 敷金及び保証金の差入による支出 △282 △16 
 敷金及び保証金の回収による収入 161 54 
 その他 △10 20 
 投資活動によるキャッシュ・フロー △212 235 
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（単位：百万円） 

  前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入れによる収入 2,713 387 
 短期借入金の返済による支出 △2,474 △675 
 長期借入金の返済による支出 △192 △7 
 社債の償還による支出 △5,000 △1,281 
 その他 △12 △0 
 財務活動によるキャッシュ・フロー △4,966 △1,576 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,201 △870 

現金及び現金同等物の期首残高 2,193 983 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 2 － 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額 

10 0 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,004 113 

    

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間(自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日) 
 

 

不動産  
関連 
事業 

(百万円) 

金融・投
資 関連 
事業 

(百万円) 

パソコン 
関連製品 
販売事業 
(百万円) 

システム 
開発関連 
事業 

(百万円) 

 
その他    
事業    

(百万円) 

 
計 
      

(百万円) 

      
消去 

又は全社 
(百万円) 

          
連結 
     

(百万円) 

売上高         

(1)外部顧客に対する 
   売上高 

2,071 1,162 2,935 862 195 7,228 ― 7,228 

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

41 33 8 85 0 167 (167) ― 

計 2,112 1,195 2,944 948 195 7,396 (167) 7,228 

営業損失(△) △1,718 △3,533 △157 △95 △99 △5,605 300 △5,305 

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

    ２．各区分の主な製品及び事業内容 

   (1)不動産関連事業・・・・・・・・不動産売買・不動産賃貸仲介・賃貸保証・不動産鑑定評価事業、 

                   不動産の物件管理・賃貸管理 

   (2)金融・投資関連事業・・・・・・投資事業、債権回収・企業再生事業、卸金融・商業手形再割引事業 

   (3)パソコン関連製品販売事業・・・パソコン本体・周辺機器・パーツ等の販売事業 

   (4)システム開発関連事業・・・・・システム・ネットワークの開発・アウトソーシング事業 

   (5)その他事業・・・・・・・・・・株式公開準備を含む企業経営コンサルタント事業、情報提供サービス 

                   事業、催事等の請負事業、集金代行事業 
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〔セグメント情報〕 

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、
取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい
るものであります。 

 当社グループは、持株会社である当社が、取り扱うサービスごとに包括的な戦略を立案し、各事業
会社はその経営戦略に基づき、独自の事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、各事業会社を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成さ
れており、「賃貸保証事業」、「債権回収事業」、「パソコン関連製品販売事業」、及び「ファクタ
リング事業」の４つを報告セグメントとしておりましたが、当第３四半期連結会計期間において、賃
貸保証事業及びパソコン関連製品販売事業から撤退いたしました。 

 

 各報告セグメントの主要な事業内容は、以下のとおりであります。 

賃貸保証 不動産の賃貸物件の家賃保証等 

債権回収 
債権回収ビジネスを中心とした企業再生・再建ビジネス、債権
流動化におけるバックアップサービサービジネス 

パソコン関連製品販売 店舗及びネットを通じたパソコン用パーツ及びパソコン関連製品の販売 

ファクタリング 売掛金ファクタリング、クーポンファクタリング等 

   ※ ファクタリング事業は、現在は事業を休止しており、既存の貸付債権について管理・回収
を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成 22 年４月１日  至  平成 22 年 12 月 31 日) 

      (単位：百万円) 

 報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額  賃貸保証 債権回収 

パソコン 
関連製品 
販売 

ファクタ 
リング 

合計 

売上高        

  外部顧客への売上高 374 400 2,022 153 2,951 0 2,951 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

0 1 51 9 61 △61 ─ 

計 374 401 2,073 163 3,013 △61 2,951 

セグメント利益又は損失
(△) 

△340 10 △91 △35 △456 △345 △801 

(注)１. セグメント損失の調整額△345 百万円には、セグメント間取引消去△7 百万円、のれんの
償却額△8 百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用等△329 百万円が含まれて
おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

 （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17

号 平成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

 


